
習志野市議会議員、「明日の習志野」代表の大宮こうたです。「市
政に前向きな変化を生み出したい」、「ワクワクする街づくりをした
い」という想いで活動しています。皆様のご理解、ご支援をいただき
ますよう、どうぞよろしくお願いいたします。今号は 6 月議会につい
て報告します。会派として初の定例会に全力で臨みました。定例会で
の活動をワクワクする街づくりにつなげていきます。 

ごあいさつ 

「千葉県民の日」である 6 月 15 日、会派代表の大宮こうたが一般
質問を行いました。40 席の傍聴席がほぼ満員になり、多くの市民の
方にご関心を寄せていただいた中、習志野市民と習志野のために想い
を込めて臨みました。 

冒頭、「習志野市民と習志野のために全力で働かせていただきた
い」という想いをお伝えし、また、政治の役割として、弱い立場にあ
る方に寄り添うこと、ワクワクできるビジョンや夢を語ることを重視
しているとお話しました。そのうえで、①街づくりの基本的な方向
性、②市南部の総合的な街づくり、③子育て支援の拡充という 3 点に
ついて、市⾧及び市役所幹部の方々と議論しました。充実した議論と
なり、具体的な成果につなげていく土台ができました。 
 
① 街づくりの基本的な方向性 

習志野市は「やさしさでみんながつながるまち」を将来都市像とし
ています。一方、人口規模・割合、産業構造等の具体的な将来像は明
確ではなく、また、将来像から今を捉えて街づくりをする「バック
キャスティング」が重要という観点で、街づくりの基本的な方向性に
ついて質問しました。市⾧から「生産年齢人口や年少人口を呼び込
み、魅力のあるバランスの取れた都市空間の形成を目指す」という旨
の回答がありました。この回答に対し、市として目指す人口規模・割
合等の具体的な将来像を設定してバックキャスティングで街づくりを
行っていくこと、人口推計の基準を明確化していくことを要望しまし
た。また、魅力ある街づくりのために公有地を安易に売却するのでは
なく、旧・庁舎跡地についても市民にとって一番よい活用のあり方を
検討するように要望しました。 

"具体的な将来像を設定して
バックキャスティングで街づく

りを" 

一般質問 初の一般質問、想いと熱を込めて、なるべく

原稿を読まずに臨みました。 

 

習志野市議会議場は市庁舎６階にあります。 

 



 
「明日の習志野」市政報告 第２号 

6 つの議案、7 つの請願・陳情について幅広く確認、議論をしたうえ
で、6 月 29 日に採決を行いました。会派「明日の習志野」として、
習志野市民のためにとってよいかどうかという観点から是々非々で
臨み、そして、賛否を示しました。 

②市南部の総合的な街づくり 
袖ヶ浦、香澄、秋津は少子高齢化という課題に直面しており、総

合的で⾧期的な街づくりが求められていることを主張しました。ま
た、新習志野駅周辺における新しい街づくりの可能性、茜浜におけ
るにぎわいの場づくりについて具体的な提案をしました。市側の回
答では、具体的な取組としてUR都市機構による袖ケ浦団地再生事業
しか示されなかったため、高齢化が進んできていることを言及し
て、市南部の⾧期的なあり方について次期基本構想で検討してい
く、また、「都市マスタープラン」を見直していくよう強く要望し
ました。また、茜浜について、自然にできつつある浜辺、釣り場の
可能性、茜浜沖でのマコガレイ産卵、ブルーカーボンの取組等を例
示して、にぎわいのある海辺を目指すべきと主張しました。 

市⾧から、「観点は同じ」、「何ができるか検討していく」、
「一緒に考えていきたい」という回答がありました。 

 
③子育て支援の拡充 
 「単発・現金給付型」と「継続・無償化型」、どちらが政策効果
があるのかという論点を提起しました。また、憲法による「義務教
育の無償」原則に基づき、保護者負担の軽減を進めるように要望し
ました。教育⾧から、保護者負担の軽減は「課題として捉えてお
り、今までも取り組んできた。知恵と工夫を重ねながら今年のテー
マとして取り組む。」という旨の力強い回答をいただきました。 
 
最後に「ワクワクする提案をしっかりとしていきます、前向きに取
り組んでいきましょう」と主張し、会派「明日の習志野」として初
の一般質問を終えました。録画中継は習志野市議会ウェブ 
サイト「市議会インターネット中継」でご覧いただけます。 

議案等の採決 

ともに、明日の習志野へ 
日常的な発信は Twitter、ブログ、Youtube 等で行っています。オフィシャルサイ

トのリンクからご覧ください。市政報告のバックナンバーもサイトからご覧いただけ
ます。また、オンラインでの意見交換会を定期的に行っております。お困りごと、ご
要望、ご意見等もお待ちしています。一緒に習志野を盛り上げたいという方、ぜひご
連絡をいただければ幸いです。 

ともに、明日の習志野に向かって、習志野市政に変化をもたらしていきましょう! 

【連絡先】  info@omiya-kota.jp    090-9130-9434 

茜浜の海辺。ここをワクワクするにぎわいの

場にしていきましょう！ 

 

憲法の定める「義務教育の無償」原則に基

づき、保護者負担の軽減をスピード感とと

もに実現を！ 

 

会派代表の大宮は、議場では最前列の

6番に座っています。 

 


